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病気と月令の関係についで

根 本 順 吉林

　筆者の見出した疾病と月令との関係を示す曲線が，昨年ブラッドレー等によって見出された月令と降水の

関係を示す曲線とよく対応して変化していることを見出した．これを説明するための一つの仮説として，降

水による海水または血液の滲透圧の変化ということを考えた．

　1．例えば日常の経験で，手指等を傷けたときに，そ

の出血の具合を見ると，満潮時に普通のときより余計に

ダクダク出血するというようなことが言われている1）．

これは本当だろうか．生物学的現象と月令の関係にっい

ては，古くはバーミンガム大学のフオックス（H．M．Fox）

が，その著書“Selene，1928”でまとめたものがあって，

この問題を取扱ったものには広く引用されているが，残

念なことに筆者はこの本をまだ見ることができないの

で，引用されたもの2）からの孫引きをするより他ないの

であるが，その機構などについては，まだ十分にはわか

っていないようである．

　海産動物の産卵などについて老えられている月令との

関係の仕組みは，海の現象を仲立ちとしたものであり3），

①潮の干満と運動による水圧の変化，②直射日光量の変

化，③水温等の変化，④水面近くの温度の変化，⑤月光

の作用，⑥食物や敵となるものの変化，等が考えられて

いる．しかしこれにっいてもまだ判然とした解釈を下し

たものがない状態である．

　東洋では“月夜のカニには身がない”という言い伝え

があるが，東大水産科の学生が研究したところによる

と，月夜と闇夜では区別がつかなかったというし4），

また西洋ではギリシァ・・一マ時代から，これと全く反

対のことが言われているのも興味がある．すなわちアリ

ストテレスは“満月のころのウニは，いっもより卵が豊
　　　　　　　　　　　　　　
富で，したがつてかさも大きくなる”と言っているが，

その後中世を通じ現在に致るまでウニ，エビ，カキなど

について言われていることは，いずれも日本の場合とは

真反対であるという4）．

　出血に関係してすぐに思い出されるのは月経である
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が，これについては月令位相との間に，かなり明瞭な関

係が気付かれているようであるが，その機構について十

分に説明がつかぬま・に，学者が真面目にとり上げる対

象にはなっていないようである．月経を月令週期にむす

びっける研究で，古いものではアレニウスのものがある

が（文献2，P61），彼は受胎前最後の月経日と月の位相

を結びっけようとした．また日野寿一氏は、結婚・妊娠

に関する迷信の解明”5）という詳細な総合報告の中で，

月経の初日と月令の関係についてのドイツの学者の研究

を紹介しておられる．これをみると月経の初日は新月と

満月の日に目立って多くなっている．日野氏は日本の婦

人の場合も調べてみたら面白いだろうと言い，おそらく

否定的な結論が出るだろうと推論しておられるが，ドイ

ツの場合にこれほど顕著にあらわれている現象を，簡単

に否定してしまうわけにはいかないであろう．

　なお月経の場合には初日の前に体温の上昇といった現

象があり6），月令と結びつける揚合にどこを起点とする

かはなお問題があるところうだが，病態ではなくごくあ

りふれたこのような日常の経験にっいても，調べ直して

みることは興味のあることであろう．

　2．5年程前から，筆者は多くの臨床医と共同で，疾

病と気象との関連について，色々と調査を進めているの

であるが，調査の一つの副産物として，疾病によっては

その発現が月令とかなり密接な関係を，もつらしいこと

に気付いたのである7）．

　はじめに明らかにされたのは東京における腺窩性扁桃

腺炎の場合であるが，材料を集計した結果には下弦の3

日後に，統計的に有意な患、者数の極大がみとめられ，こ

の他にも満月時および上弦時に極大があるらしいことが

わかった．

　その後アメリカにおいても，アンドリウス（E．J．An－

drews）によって，扁桃摘出例のとき・の出血の多寡につ

いて，月令との関係は見出されていることを，共同研究

、天気”10．8．
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者の川上氏から知らせていただいたのであるが8），この

ことから考えて月令と人体の関係は地域的にかなり普遍

的のものであるらしいことが想像されるのである．

　我われの研究は，その後日本で見出された気象と疾病

の関係を，国外の例にっいてテストする段階に進んでい

ったのであるが，東京女子医大の笠井博士の墨力によっ

て最初に解析が進められたのは台湾の基隆における症例

であった9）．

　この揚合は，月令との関連は腺窩性扁桃腺炎と虫垂炎

について調べられたのであったが，東京の腺窩性扁桃腺

炎について求められた月令との関係は，適当に位相をず

らせることによって，台湾の場合にもよく適合させるこ

とができた・そこでさらにこの月令との関係を示す基本

形式に・東京の虫垂炎の場合をあてはめてみたところ，

統計的には有意とは言えないが，傾向的にはよく一致し

ていることがわかった9）．月令とこれらの疾病の多寡を

結びっける基本形式を示すと図（a）のようになる．
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　　月令～疾病と月令～降水の両関係の比較

　3・月令と疾病の多寡の関係については，なぜそうな

るかの原因や機構がわからぬま幼こ，何かそこに普遍的

な現象がありそうだという程度に止まっていたのである

が・たまたま昨年（1962）秋に，アメリカのブラッドレ

ー（D・A・Bradley）他が，広域の降水について月令と興

味ある関係を見出した・・）ことを知ったのである．

　これはアメリカの1544ヵ所の観測点について，24時間

降水量の極大のあらわれた日付を，月令週期によって統

計したものであるが，独立した1900－24と1925－49の二

っの期間に分けて集計した結果は，細部はともかくとし

て，大勢はきわめてよく一致したものであった．

　サィエンス誌に掲載されたこの論文のすぐ後には，ア

ッダー一レィおよびボーエン（E．E．Adderley＆E．G．

Bowen）の論文があって，ブラッドレーの結果がさらに
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　ニユージーランドの1901－25の資料について確かめられ

　ているのである11）．

　　なぜこのような結果があらわれるのかの原因がわから

　ぬま、に・一もっともアッダーレイとボー一エソは，流星

の軌道に月がじよう乱を与えるのではないかということ

を一寸注意しているが，想像の域を出ない一とにかく

大へん興味ある事実だから一応まとめて報告しておこう

　という態度がここではとられている．なおこれらの論文

はソ連でも注目され，プリ・一ダの4月号（1963）にも

紹介された．

　4・さてそれならば，私たちが月令と疾病との関係と

して求めた第1図（a）の基本形式は，広域にわたる降水

と月令の関係と結びつかないであろうか．両者とも決し’

て局所的な関係ではなく，かなり普遍的な関係として実

証されている以上，何らかの結びつきが得られそうに思

われるのである．

　そこで私はブラッドレー等が降水の場合について求め

ている1925－49年の関係を，我われが先に求めた疾病

と月令を結びっけるグラフと同じスケールに直し，また

統計的偶然性から期待される小凹凸をなめらかにして図

（b）を求め，これを図（a）と比較してみた．

　一見してきわめて明瞭なことは，両者は逆位相でその

変動の傾向がよく一致していることである．極大～極小

の対応はせいぜい1日程度の差しかあらわれていない．

この中でもとくに顕著なのは満月の後3～4日してあら

われる降水の極大に対応した疾病の極小であろう．

　この変動のさらに細かい点を指適してみよう．第一に

満月と新月では，両者ともその位相が反対になっている

ことで，一方が極大ならば，一方は極小になっているこ

とである．ドイツにおいて見出されている月経と月令と

の関係5）は，満月，新月ともに月経初日の極大があらわ

れているのであるが，これとは明らかに反応の形式が異

っている．これはまた月との因果関係を考える場合に，

単純に潮汐力をもってくるわけにはいかないということ

を意味するものであろう．

　月令が一循する間に現われる極大もしくは極小の数は

5つだから，週期は平均6日位となるわけであるが，極

大，極小はお・むね一つおきに大きな偏りを示してい

る・この偏りの小さい方に一応目をつぶって，月令位相

中の変動をたどってみると，降水は新月および満月後1

週間が平均よりも多く，またこれらの前1週間が少いと

いうことになる．この関係はすでにブラッドレー等も指

適しているところある．疾病の生起にっいても，このよ
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うな見方をすると，新月および満月後1週間は疾病が少

く，前1週間が多いということになるが，この関係は降

水の場合ほど明瞭ではないのである．

　5．ブラッドレー等の研究は，その後ニユーズウイー

ク（Newsweek，1962年11月5日号）にも紹介された．

これによると，昔から多くの地方で農夫たちは満月の日

をえらんでバレィシヨの植付や種まきをするというが，

これは満月の後数日して必ず雨が降って作物が枯死する

心配がないからという＊．気象学者はこれを否定してき

たが，ブラッドレーはIBMの電子計算機を使って，統

計的にこれがまちがいのないことを確かめたのである．

　この紹介にはさらにテキサス州に住む一気象学者が，

同州のサソサル．ミトルにおける過去40年間の豪雨，大雨

は，やはり満月の直後に集中していることを見出したこ

とがのべられており，またユダヤ教信者の間では醸償い

の日〃である始ム・キッパーびは雨の降らない日とし

て信じられているが，この日は毎年ユダヤ暦の1月10日

にあたり，月令でいうと上弦の時にあたっているから，

これもブラッドレーの得た結果とよく一致するというの

である．

　降水以外に，月令と気象との関係を調べた研究はかな

り多く，なかには有意な変化を示しているものもある

が，説明が十分につかぬま幼こ，研究が事実の発見の段

階で止っているものが多い12）．次にその二三を例示して

みよう．

　田制佐重は月と色々な事象との関係を，迷信としてむ

しろ否定すべき資料として沢山あげておられるが13），そ

の中にはブラッドレーの研究と結びっきそうなものも二

三みられる．たとえば古い研究としてはポッダムで，

1894－1900年の6年間の夜空の観測から明らかにされた

ところによると，満月の直後に最大量の雲があらわれ，

または新月のころは最小量の雲があらわれるという．こ

れは降水との関係と結びっきそうに思われるし，満月と

新月で同じ現われ方をしていないのも面白い．また間野

浩14）も，満月には曇となる傾向のあることを18ge～1918

の東京の資料にっいて示した．

　　イギリスのヘソストック（H．Henstock）は，英国に

おける5年間の気象資料によって，月が丸くなると気温

の降下する事実を発見したが，彼はこの事実をアメリ九

　　零大後美保（1956，ことわざの真実（三省堂）所載

　　　P．70）によると、エソドウやソラマメは闇夜に種

　　　子をまけ”とか，　、球根は闇夜に，殻物は月夜に

　　　’まけ”とかいう僅諺があるというが，これも月令「

　　　との関係を示す経験として興味がある．

18

オーストラリァ，イソドのデータについても確かめた．’

そして同氏は黙満月の晩には毛布を1枚余分に掛けたま

えびと注告した．この事実を1942年1月～1954年12月

の，九州枕崎における資料によって，日本でも成立つこ

とを確かめたのは伊集院久吉15）で，対応をしらべた161

回のうち72％にあたる116回は，かなり顕著な気温の降

下を示している．伊集院の調査によると，朔のときには

このこのような関係があらわれていないことも注目すべ

きことであろう．なお天気僅諺には寒月夜の大霜”とい

うのがあるが，伊集院の集計した結果によると，寒候期

の方が気温の降下量が大きく，この浬諺も何か意味があ

りそうに思われてくるのである．

　伊集院はさらに満月の日の降水量についても調べてい

るが，その関係は気温降下の場合ほど明瞭でない．しかし

望の日は天気良好の場合が多いこと，降水量も100mm以

上の大雨はなく，10mm以下の場合が多いという結果を

得ている．氏の研究は偶然による出現率と対比してない

ので，統計的には不備な点がないわけではないが，これら

は，ブラッドレーの得た結果には矛盾しないようである．

　なお，ここで非常に興味のあるのは藤原等の研究であ

る・6）．藤原等の論文には，一朔望月の週期によって整理

した紗那の気圧曲線が与えられているが，この曲線はブ

ラッドレー等が降水について求めた曲線とは，おおむね

逆の対応を示していることである．大まかにみるとやは

り極大，極小は5つあって，望と朔では位相がやはり反

対になっている．

　本論文の第1節とこの節では，いささか本論とはなれ

るかとも思われるほど色マの研究を紹介したが，これは

月令と種々の事象との関連を，理由がはっきりしないか

らといって，頭から否定してしまうことができないこと

を強調したかつたからである．

　6．　4項で示した月令～降水と，月令～疾病の対応し

た関係は，疾病と月令との関連の仕組みにっいて，一つ

の重要な示唆を与える結果ではないかと考える．

　従来，降水を仲立ちとした考え方は，筆者の知る限り

では提出されていないのであるが，きわめて大胆な仮設

として，次のようなことが考えられないであろうか・

　　それは降水による海水の塩分濃度の変化である・この

ような観測は，あまり行われていないようであるが，デ

ファソトの新しい海洋学の本にはクリユソメル（Krき

mme1，1907），ノイマソ（Neumam，1940）の研究が引用

　されている・7）．ノイマソが観測船カリマレ号（Carimar6）

号の観測を整理した結果によると，降水による塩分濃度

、天気”10．8．
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　は，その変化が大ぎいときには1／100％単位で130位も

　変化しており，この位変化が大きければ，おそらく海の

　生物の活動に有効な影響を与える程度に，塩分濃度の変

　化にともなわれた海水の滲透圧の変化が起っているもの

　とみられるのである．

　　さらにデファント（Defant）とエルテル（Erte1）は，

　降雨継続の影響が，何時間後まであらわれるかを計算

　し，ノイマソの求めた結果を説明しているが・7），雨の継

続時間をTとすると，その変化の最大量が1／2になる

　のにはT／2時間，1／4になるのには3・5丁時間，1／10に

　なるまでには25丁時間かかっているのであって，その

余効はかなり後までも及ぶのである．デファントは最嚇

　に，、強い雨は表面の塩分にかなりの影響をもたらすこ

とができ，これは十分に注意を要することである〃と結

論している．

　　さて，この現象が人間の疾病にどう結びっくかという

ことについては，私には全く見当がつかないのである

が，生物学者によると（文献3，P．120）人間の血液は

海水と類似したものであり，血液は生物が海中に住んで

いた間の外部環境を，内部環境としてとり入れたもので

ある，というようなことも言われている．阿部3）は人の

血液の中には，まだ海水の名残があるから，したがって

月と人間が何か関連があっても不思議はない，と云って

いるが，細かいその仕組には言及しておられない．

　血液の場合は，海水の塩分濃度が降水によって直接う

すあられるようなことは，もちろん考えにくいことであ

るが，以上のような仮説を考えてみると，人間の血液の

塩分濃度または滲透圧が，月令位相もしくは降水の多寡

によって，どのように変っているかを測定してみること

は大へん興味が持たれるのである．生物学者ならぬ私に

は，このような測定を試みることは現在でぎないので，

専門の方がこのような測定に興味をもたれることを特に

希望したいのである．この報告も，新しい事例を一づ，

っけ加えただけで，原因にまでは深くは立ち入れなかつ

たのであるが，以上の想像は一つの作業仮説として，一

応研究の対象にはなるのでないかと老えるのである．

　最後にこの研究について，はじめから貴重な資料を提

供され，色々と討論してくださった川上武，笠井和，小

池保子の諸氏に深く感謝したい．さらに遠隔の広島から

何回もの私信によって，この間題について深い関係をよ

せられ，色々の示唆を与えられた吉持昭氏，および海洋

関係の知識を提供して下さった半沢正男，丸茂隆三の両

氏に対しても，あわせてそのご協力に対し感謝いたした

い・一　　　　　　　　　　（1963．VI）
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